
Ｎ０．３３０ 佐 井 村 村 民 憲 章

１。学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。。
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出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

遠
く
ふ

る
さ
と
を

離
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん

。

現
地
で
の
生
活
は

い
か
が
で
す
か
。

佐
井
村
季
節
労
務
者
協
議
会

定
期
大
会
・
激
励
懇
談
会

一
月
五
日
、
新
春
恆
例
の
佐
井

村
季
節
労
務
者
協
議
会
主
催
に
よ

る

。安
全
祈
願
祭
”
が
箭
根
森
八

幡
宮
で
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
三
十
二
回
定
期
大

会
及
び
村
主
催
の
激
励
懇
談
会
が

ア
ル
ザ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
期
大
会
で
は
、
季
節
労
働
者

を
取
り
ま
く
状
況
は
厳
し
く
求
人

の
減
少
、
労
働
時
間
短
縮
に
よ
る

賃
金
減
収
等
、
労
働
者
問
題
が
山

積
み
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
に
対
処
し
、
労
働
者
と
し
て
の

権
利
と
生
活
を
守
る
こ
と
を
決
意

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
激
励
懇
談
会
で
は
、

就
労
事
情
や
村
に
対
す
る
要
望
等

会
員
相
互
の
親
睦
と
情
報
交
換
の

場
と
し
て
に
ぎ
や
か
に
懇
談
が
続

き
ま
し
だ
。

レ
留
守
家
族
主
婦
の
会
の
皆
さ
ん

心
を
込
め
て
作
っ
た
手
料
理
を△加藤秀美さんのオハゴ 山”に

礇川菊雄さんが飛入りで…

村の中での話題、できごと、

情報などをお待ちしています。

佐井村役場企画調整課広報担当

までどうぞ。
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出 初 め 式

一
月
七
日
、
佐
井
村
消
防

団
出
初
式
加
古
佐
井
大
町
を

会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
団
員
は

き
び
き
び
と
し
た
行
動
で
各

分
団
ご
と
に
整
列
、
消
防
団

長
ら
の
観
閲
を
受

け
た
後
、

ま
と
い
部
隊
を
先
頭
に
分
列

行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
表
彰
、
年
頭
の

辞
が
消
防
団
長
か
ら
、
村
長

の
訓
示
、
大
間
警
察
署
長
の

祝
辞
を
受
け
た
団
員
達
は
、

今
年
一
年
の
無
火
災
・
無
災

害
を
願
い
、
万
才
三
唱
を
行

な
い
ま
し
た
。

厄 払 い

一
月
二
日
、
四
十
二
歳
、

三
十
三
歳
の
厄
払
い
が
、
箭

根
森
八
幡
宮
で
行
わ
れ
ま
し

た
。人
生
八
十
五
歳
の
現
代
で

あ
っ
て
も
、
な
お
旧
弊
と
片

付
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
連

綿
と
続
け

ら
れ
て

い
る
行

事
。
私
達
の
心
の
中
に
、
や
っ

ぱ
り
無
く
し
た
く
な
い
と
い

う
何
か
が
あ
っ
て
、
今
日
か

ら
明
日
へ
と
継
承
さ
れ
て
い

く
の
で
し
ょ
つヽ
。

今
年
も
よ
い
一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
が

書 き 初 め

新
春
恆
例
の
親
子
書
き
初

め
大
会
が
一
月
七
日
、
佐
井

小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
「
か
き
ぞ
め
」

「
門
ま
つ
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
に
取
り
組
み
、
ま
っ

白
な
条
幅
紙
に
新
年
の
思
い

を
込
め
て
力
強
く
伸
び
伸
び

と
筆
を
走
ら
せ
て

い
ま
し

た
。ま
た
、
審
査
が
行
わ
れ
て

い
る
問
、

お
母

さ
ん
達

が

作
っ
て
く
れ
た
お
雑
煮
を
ほ

お
ば
り
な
が
ら
、
お
正
月
気

分
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

初 釜

一
月
三
日
、
ア
ル
ザ
ス
一

階
茶
室
に
て
、
初
釜
を
催
し
、

裂
織
り

グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ

ん
が
新
春
の
お
茶
を
楽
し
み

ま
し
た
。

日
頃
の
雑
事
を
少
し
忘
れ

ち
ょ
っ
と
お
正
月
ら
し
い
気

分
に
浸
っ
て
み
よ
う
と
和
服

を
着
、
お
め
か
し
し
て
集
合
。

と
こ
ろ
が
お
稽
古
か
ら
離
れ

て
数
十
年
。
そ
の
お
点
前
た

る
や
大
変
な
も
の
で
し
た
。

お
茶
会
に
似
つ
か
わ
ぬ
大
爆

笑
の
お
席
と
な
り
ま
し
た
。



保健婦だより

あなたの健康誤解度

ＣＨＥＣＫ

～あなたの誤解に

ピリオドを打とう～

は

じ

め

に

思
い
込
み
や
誤
解
と
い
う
の
は

誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
厄
介
な
の

は
、
一
度
思
い
込
む
と
た
と
え
そ

れ
が
間
違
い
で
あ
っ
て
も
、
な
か

な
か
頭
を
切
り
か
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
す
。

こ
の
こ
と
は
健
康
常
識
に
つ
い

て
も
言
え

る
こ
と
。
以
前
は
、
あ

た
か
も
当
然
の
よ
う
に
言
わ
れ
て

き
た
健
康
常
識
で
も
、
現
在
の
医

学
で
は
全
く
逆
の
結
論
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
医
学
の

進
歩
な
ど
に
よ
る
常
識
の
逆
転
だ

け
で
な
く
、
健
康
に
関
し
て
は
、

多
種
多
様
な
ウ
ワ
サ
や
迷
信
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
健
康
づ
く
り
に

つ

い
て
も
う
一
度
整
理
し
直
し

て
、
あ
な
た
の
生
活
習
慣
改
善
に

お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

西
逆

心『
濤

』螽

莚

″

『
腰
痛
の
時
は
座
っ
て

い
る
の
が
一
番
？
』

ＮＯ

腰
が
痛
い
と
、
つ
い
座
り
込

み
た
く
な
り
ま
す
が
、
座
る

こ
と
は
腰
に
大
に
な
負
担
を
か
け

ま
す
。
腰
に
一
番
楽
な
姿
勢
は
や

は
り
横
に
な
る
こ
と
。
仰
向
け
よ

り
も
横
向
き
が
い
い
で
し
ょ
う
。

次
に
楽
な
姿
勢
は
直
立
。
背
筋
を

伸
ば
し
て
立
っ
て
い
る
方
が
、
腰

に
負
担
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
座
っ

て
い
る
姿
勢
で
あ
れ
ば
正
座
が
ベ

ス
ト
で
す
。
腰
痛
の
原
因
に
は
疲

労
の
他
に
内
臓
疾
患
の
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
痛
み
が
続
く
よ
う

な
ら
整
形
外
科
で
診
察
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

『
ウ

ォ

ー
キ
ン

グ
で

一
日

一
万

歩

を
／
と

よ
く
聞

き
ま

す

が
・・・
』

ＹＥＳ

平
均
的
な
労
働
を
す
る
人

が
、
一
日
に
消
費
す
る
干
不

ル
ギ
ー
は
約
一
八
〇
〇
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
。
そ
し
て
、
日
本
人
が

一
日

に
摂
取
し
て

い
る

于
不
ル

ギ
ー
は
平
均
ニ

ー
○
○
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
。
三
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の

余
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
病
気

に
つ
な
が
る
の
で
す
。
三
〇
〇
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
を
ど
う
解
消
す
る
か

は
人
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
お

勧
め
は
誰
で
も
無
理
な
く
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
約
三
〇
分

且

○
○
○
歩
相
当
）
で

１
０
０
０

キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
が
消
費
さ
れ
る
の

で
、
一
日
約
九
〇
分
歩
け
ば
、
余

分
な
三
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
は
消

費
で
き
ま
す
。

「
一
日
一
万
歩
を
目
標
に
」
と

言
わ
れ
る
の
は
こ
の
せ

い
で
す
。

・ 他の運動で３００ｋｃａｌ消費するには

『
ビ

ー
ル

は

太

る

？
・
』

ＹＥＳ

一
日
の
適
正
飲
酒
量
と
さ
れ

る
「
ビ
ー
ル
大
び
ん
一
本
、

日
本
酒
一
合
、
ウ
イ
ス
キ
ー

ダ
ブ
ル
一
杯
、
焼
酎
二
分
の
一
合

強
（
一
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
」

の
ア
ル
コ
ー
ル
量
は
ほ
ぼ
同
じ
で

す
が
、
干
不
ル
ギ
ー
量
は
ビ
ー
ル

大
び
ん
一
本
約
二
五
〇
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
、
日
本
酒
一
合
約
二
〇
〇
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ

ル
一
杯
約
一
五
〇
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
、
焼
酎
二
分
の

入
口
強
約
二

○
○
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
、
同
じ
ア

ル
コ
ー
ル
摂
取
で
あ
れ
ば
ビ
ー
ル

が
一
番
太
り
や
す
い
と
言
え
ま

す
。
ま
た
、
ビ
ー
ル
に
含
ま
れ
る

ホ
ッ
プ
に
は
香
辛
料
と
同
様
の
食

欲
を
増
進
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
の

で
、
つ
ま
み
の
食
べ
過
ぎ
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

『
薄

口
し
よ
う

ゆ
は
濃
い
囗
し
よ

う

ゆ
よ
り
も

塩
分
は
少

な
い
』

ＮＯ

濃
い
口
し
ょ
う
ゆ
の
方
が
塩

分
は
少
な
い
。
薄
口
・
濃
い

口
と
い
う
の
は
塩
分
の
量
で
は
な

く
、
原
料
や
製
造
方
法
の
違
い
に

よ
っ
て
分
け
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
、

し
ろ
し
ょ
う
ゆ
・
た
ま
り
し
ょ
う

ゆ
等
あ
り
ま
す
が
、
中
で
一
番
塩

分
が
多
い
の
が
薄
口
し
ょ
う
ゆ
で

す
。

しょうゆ１０ｇに含まれる塩分の量



こ
ん
に
ち
は
／

社

会

福

祉

協

議

会

で
す

（
第
十
四
号
）

ご 参 加 下 さ い

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
か
ら

多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

【
趣

旨
】

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
目
前
に
、
福
祉
は

ご
く
限
ら
れ
た
人
び
と
に
支
援
・
援
助
す
る
と
い
う

「
他
人
事
」
で
は
な
く
、
だ
れ
も
が
老
後
の
生
き
方
を

含
み
、
人
間
ら
し
く
老
い
を
ま
っ
と
う
す
る
と
い
う
「
自

分
事
」
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中

で
家
族
や
友
人
に
囲
ま
れ
て
一
生
を
終
え
た
い
と
思
う

の
は
す
べ
て
の
ひ
と
の
願
い
で
す
。

そ
ん
な
人
々
の
願
い
に
応
え
、
支
え
あ
っ
て
共
に
生

き
る
事
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
の
為
に
、
本
教
室

で
社
会
福
祉
協
議
会
の
果
た
す
役
割
と
住
民
の
役
割
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

【
期

日
】

平
成
九
年
二
月
十
日
午
後
六
時
半
か
ら

【
場

所
】

磯
谷
地
区
漁
民
研
修
セ
ン
タ
ー

【
内

容
】

①
ビ
デ
オ
上
映

「
支
え
あ
う
た
し
か
な
手
」

②
講
義
佐
井
診
療
所
長

吉
岡
秀
樹
先
生

「
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
と

住
民
の
役
割
」

【
参
加
費
】

無
料

修
学
資
金
貸
付
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

高
校
、
短
大
、
大
学
と
教
育
費

は
年
々
ふ
く
ら
ん
で
「
自
己
資
金

だ
け
で
は
足
り
な
い
、
で
も
ど
う

し
た
ら
・
・
・
」
そ
ん
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
へ
社
会
福
祉
協
議
会

が
窓
口
と
な
っ
て
貸
付
し
て
い
る

生
活
福
祉
資
金
の
修
学
資
金
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
資
金
種
類

Λ
修
学
費
▽

低
所
得
世
帯
に
属
す
る
人
が

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等

学
校
（
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又

は
養
護
学
校
の
高
等
部
及
び
専

修
学
校
の
高
等
課
程
を
含
む
）
、

短
期
大
学
（
専
修
学
校
の
専
門

課
程
を
含
む
）
、
大
学
又
は
高

等
専
門
学
校
に
就
学
す
る
の
に

必
要
な
経
費

Λ
就
学
支
度
費
▽

低
所
得
世
帯
に
属
す
る
人
が

高
等
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学

又
は
高
等
専
門
学
校
へ
の
入
学

に
際
し
必
要
な
経
費

・
貸
付
限
度
額

別
表
の
と
お
り

・
据
置
期
間

卒
業
後
六
ヶ
月
以
内

・
償
還
期
限

二
十
年
以
内

・
貸
付
利
子

無
利
子

＝
償
還
例
＝

①

兀
金

九
三
六
、
〇
〇
〇
円

（
高
校
三
年
間
）
十
年
の
場
合

月
額

七
、
八
〇
〇
円
×
百

一
十
回

②

兀
金

ミ

ニ
五
六
づ

Ｏ
Ｏ
円

（
大
学
四
年
間
）
二
十
年
の
場
合

月
額

九
、
四
〇
〇
円
×

二
百
四
十
回

申
し
込
み
や
詳
し
い
内
容
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
又
は
各
地
区
担

当
民
生
委
員
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

他
に
も
更
生
資
金
、生
活
資
金
、

福
祉
資
金
、
住
宅
資
金
、
療
養
資

金
、
災
害
援
護
資
金
も
あ
り
ま
す
。

修学資金の学校・学年別貸付限度額表

（注） 高等学校には、専修学校高等課程を、短期大学には、専修学校
専門課程を含む。
（ただし、専修学校の最初の学科に昭和５５年４月ＩＥヨ以降に入学
した者であること。）

申込みに必要な添付書類
（１） 生業 費 …… …１又支 計画 書（仕 入 ・売 上 ・経費 ・純益）見 積書 、

見 取図 、業種 によ って は許 可証 、免 許証 の写
（２） 住宅 資 金… …… 増改築 前後 の見 取 図、見 積書 、家主 、 地主の

契 約又 は承 諾書
（３） 修 学資 金… ……合 格 、在学 証明 書 、資金 計画 等明 細書

倒 療 養資 金… ……県 社協 の指 定 する診 断書
（５） 災 害援 護資金 … ……官 公庁 が発 行 する罹 災証 明書 、被災 した

日 の翌 月 １日か ら ６ヵ月を 経 過する 日ま
で 適用

糾 現 在、生 活保 護を 受け てい る世 帯及 び身 体障 害者 等が 属する
世帯 からの 申込 は 「町村 長 、福祉 事務 所長 の意 見書」 を添 付す

る こと 。



村 民 と 膝 を
交 え な が ら 行政懇談会

平成八年度行政懇談会が十二月五日の

アルザスでの、両佐井地区村民との懇談

会をかわきりに、村内八地区で開催され

ました。

村の行政全般について、村長をはじめ

各課長と村民が意見交換しました。

それぞれの要望などに対し、村は前向

きに取り組んでいきますので皆さんのご

協力をお願いします。

その中から主な内容を要約し、お知ら

せいたします。

三戸教育長 大鵤収入役 東出村長 葛西助役

両

佐

井

地

区

・
防
犯
灯
の
蛍
光
燈
か
ら
水
銀
灯

へ
の
切
替
え
を
。

⑥
継
続
実
施
中
で
今
後
も
続
け
ま

す
。
・
黒
岩
地
区
海
岸
部
の
斜
路
ま
で

の
道
路
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
⑥
漁
港
道
は
用
地
買
収
で
、
地
権

者
と
の
交
渉
が
暗
礁
に
の
り
上
げ

て
い
る
状
態
で
、
時
間
か
か
か
り

ま
す
。

・
古
佐
井
浜
町
東
出
商
店
か
ら
斎

場
ま
で
の
通
学
路
の
整
備
を
。

⑥
用
地
買
収
が
不
可
能
で
着
手
で

き
な
い
で
い
ま
す
。

・
古
佐
井
浜
町
海
岸
ヘ
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
が
目
立
つ
。

⑥
広
報
等
に
よ
り
周
知
し
ま
す
。

・
県
道
薬
研
・
佐
井
線
の
交
通
量

が
多
く
、
重
量
車
の
往
来
が
激
し

く
住
宅
へ
の
振
動
が
あ
る
。

⑤
駐
在
所
に
お
願
い
し
た
ら
、
県

公
安
委
員
会
に
道
路
標
識
を
申
請

中
で
３０
キ
ロ
制
限
を
表
示
で
き
る

と
の
回
答
を
得
、
近
々
設
置
さ
れ

ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
に
つ
い

て
は
、
建
設
業
協
会
事
務
局
に
依

頼
し
ま
し
た
。

・
大
瀬
戸
か
ら
ア
ル
ザ
ス
方
向
へ

の
道
路
上
の
駐
車
禁
止
を
。

⑩
駐
在
所
に
取
締
り
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

・
大
佐
井
浜
町
の
道
路
側
溝
の
改

良
と
冬
期
降
雪
時
に
は
除
雪
を
。

⑥
道
路
面
が
高
く
、
側
溝
面
が
低

い
。
路
盤
改
良
時
に
考
え
た
い
。

暫
く
時
間
を
要
し
ま
す
。
大
雪
の

場
合
は
、
小
型
除
雪
機
で
対
応
す

る
が
、
他
は
町
内
で
お
願
い
し
ま

す
。牛

滝

地

区

・
磯
船
の
斜
路
の
新
設
に
つ
い
て

⑩
十
次
計
画
で
考
慮
し
ま
す
。

・
西
防
波
堤
の
嵩
上
げ
、
ま
た
テ

ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
増
設
に
よ
る
消
波

設
備
の
拡
張
に
つ
い
て

⑤
二
十
五
メ
ー
ト
ル
発
注
済
。
年

度
内
完
成
し
ま
す
。

・
港
内
浚
渫
継
続
実
施
に
つ
い
て

⑥
九
次
計
画
で
浚
渫
終
了
で
す
。

・
人
工
地
盤
新
設
に
つ
い
て

⑥
八
年
度
概
算
設
計
着
手
。
九
年

度
詳
細
設
計
着
手
、
ボ
ー
リ
ン
グ

着
手
の
予
定
で
す
。

・
沖
防
波
堤
継
続
建
設
に
つ
い
て

⑥
十
年
度
ま
で
に
完
成
予
定
で

す
。
・
漁
綱
洗
い
墹
、
染
場
に
つ
い
て

⑥
補
助
制
度
は
あ
る
。
用
地
確
保

で
き
れ
ば
考
え
た
い
。

・
僻
地
保
育
所
の
開
設
に
つ
い
て

⑤
九
年
度
開
所
す
る
方
向
で
す
。

・
無
線
放
送
一
箇
所
新
設
し
て

⑥
更
新
の
た
め
九
年
度
は
計
画
立

案
の
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
整

備
計
画
で
は
、
毎
戸
に
受
信
ア
ン

テ
ナ
を
取
り
付
け
、
室
内
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
音
声
を
聞
く
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
、
ま
た
漁
協
組
合
員

に
は
、
早
朝
の
放
送
も
聞
け
る
よ

う
に
と
案
を
も
っ
て
い
ま
す
。
十

年
度
整
備
で
き
る
よ
う
県
と
詰
め

ま
す
。
福

浦

地

区

・
西
防
波
堤
に
消
波
エ
ブ
ロ
ツ
ク

の
嵩
上
げ
を
お
願
い
し
た
い
。

⑥
次
期
計
画
で
考
え
ま
す
。

・
荷
揚
げ
場
の
波
打
ち
際
へ
消
波

エ
ブ
ロ
ツ
ク
の
投
入
を
お
願
い
。

⑤
発
注
済
で
す
。

・
村
道
・
福
浦
川
目
線
の
整
備
舗

装
を
お
願
い
し
た
い
。

⑥
八
年
度
村
工
事
終
了
。
今
後
県

で
改
良
・
舗
装
を
実
施
し
ま
す
。

・
下
水
道
工
事
の
一
日
も
早
い
実

現
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑧
七

～
十
年
度
で
完
了

予
定
で

す
。
・
歌
舞
伎
の
衣
装
な
ど
の
完
備
を

⑥
五
～
十
一
年
、
毎
年
度
四
十
万

円
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
「
歌
舞
伎
の
館
」
（
集
会
所
）

の
建
築
に
つ
い
て

⑤
国
土
庁
の
中
山
間
補
助
事
業
で

要
望
し
て
い
ま
す
。

・
福
浦
小
中
学
校
の
校
舎
改
築
に

つ
い
て

⑤
建
築
計
画
ど
お
り
九
年
度
は
校

舎
９００
㎡
、
十
年
度
は
体
育
館
５６０
㎡

の
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

・
東
防
波
堤
の
浚
渫
工
事
を
し
て



ほ
し
い
。

⑥
発
注
済
で
す
。

・
健
康
広
場
に
遊
具
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

⑤
ど
う
い
う
物
が
欲
し
い
か
地
区

で
つ
め
て
ほ
し
い
。

・
ヤ
リ
イ
カ
魚
礁
の
設
置
を
。

⑥
福
浦
と
牛
滝
沖
に
県
で
調
査
に

入
る
予
定
で
す
。

長

後

地

区

・
長
後
イ
ソ
コ
～
コ
マ
間
の
海
岸

保
全
工
事
促
進
。

⑤
当
分
、
実
施
で
き
な
い
。

・
干
場
を
早
急
に
整
備
し
て
ほ
し

い
。
⑤
船
揚
場
の
背
後
に
砂
利
敷
の
補

充
佐
井
側
に
も
砕
石
敷
い
た
ら
良

い
の
で
は
…
…
と
考
え
て
い
る
。

・
バ
ス
停
留
所
の
待
合
室
を
設
置

し
て
ほ
し
い
。

⑥
冬
季
の
車
の
出
入
り
が
困
難
な

為
、
下
は
無
理
だ
が
国
道
沿
い
な

ら
良
い
。

・
海
岸
に
公
衆
便
所
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

⑥
荷
捌
施
設
の
便
所
を
改
良
し
た

ら
、
漁
協
と
詰
め
て
ほ
し
い
。

・
国
道
か
ら
長
後
集
落
へ
下
が
る

道
路
、
橋
の
拡
幅
に
つ
い
て

⑥
時
間
を
借
り
た
い
。

・
国
道
側
の
治
山
工
事
の
延
長
に

つ
い
て
（
細
間
直
文
氏
宅
ま
で
）

⑤
九
年
度
実
施
予
定
、
約
三
十

メ
ー
ト
ル

・
長
後
川
沿
い
の
村
道
の
舗
装
の

補
修
工
事
を
し
て
ほ
し
い
。

⑤
早
急
に
舗
装
し
ま
す
。

磯

谷

地

区

・
磯
谷
漁
港
の
整
備
と
早
期
完
成

に
つ
い
て

⑤
十
次
計
画
（
十
二
年
度
か
ら
）

西
防
を
先
行
し
た
い
。

九
年
度
西
防
ハ
メ
ー
ト
ル
予
算

要
望
・
現
状
の
干
場
を
有
効
利
用
し
た

い
の
で
、
砕
石
等
に
よ
り
干
場
の

整
備
方
を
し
て
ほ
し
い
。

⑩
そ
の
通
り
実
施
す
る
。
（
昨
年

度
と
同
様
実
施
す
邑

・
水
産
物
荷
捌
施
設
周
り
の
舗
装

に
つ
い
て

⑥
漁
港
事
務
所
の
了
解
を
得
た
。

何
か
良
い
制
度
は
な
い
か
、
詰

め
た
い
。

・
上
の
川
の
カ
ル
パ
ー
ト
設
置
に

つ
い
て

⑩
調
査
結
果
、
一
一
〇
〇
万
円
位

か
か
る
。
難
か
し
い
。
漁
業
集
落

環
境
整
備
事
業
（
下
水
道
）
で
考

え
た
い
。

・
村
道
（
農
道
）
の
整
備
方
に
つ

い
て
⑥
用
地
の
了
解
を
得
れ
ば
実
施
し

た
い
。
（
排
水
の
は
け
囗
が
問
題

だ
）
・
国
道
三
三
八
号
の
側
溝
の
整
備

（
排
水
）
に
つ
い
て

⑤
県
で
今
年
度
中
に
対
応
す
る
と

の
こ
と
。

矢

越

地

区

・
漁
港
内
の
斜
路
の
空
地
の
埋
め

立
て
工
事
を
し
て
ほ
し
い
。

⑥
漁
協
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

・
第
五
次
沿
岸
整
備
事
業
、
干
場

利
用
箇
所
、
桜
島
漁
港
の
上
側
、

下
側
防
波
堤
に
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
投

入
を
お
願
い
し
た
い
。

⑥
現
状
で
は
困
難
で
す
。

・
大
沢
導
船
溝
の
離
岸
堤
を
百

メ
ー
ト
ル
延
長
、
斜
路
の
整
備
を

お
願
い
し
た
い
。

⑥
海
岸
事
業
は
、
殆
ん
ど
採
択
さ

れ
な
い
状
況
に
あ
り
難
し
い
。

・
導
船
溝
関
連
道
路
の
側
溝
の
整

備
を
お
願
い
し
た
い
。

⑥
家
庭
排
水
処
理
で
は
な
い
で
す

か
。
・
糠
森
導
船
溝
の
整
備
に
つ
い
て

⑥
現
状
で
は
困
難
で
す
。

原

田

地

区

・
波
よ
け
の
移
動
に
つ
い
て
（
田

中
豊
市
氏
宅
付
近
）

⑥
調
査
し
て
地
区
全
体
の
意
見
を

聞
き
た
い
。
地
区
全
体
で
詰
め
て

統
一
意
見
を
出
し
て
下
さ
い
。

・
原
田
川
・
河
ロ
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド

の
延
長
に
つ
い
て

⑥
土
木
事
務
所
と
協
議
し
た
。

建
設
省
海
岸
事
業
終
了
後
対
応

し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

・
折
浜
旧
道
の
活
用
に
つ
い
て

（
共
有
地
）

⑤
整
備
計
画
に
計
上
し
、
可
能
で

あ
れ
ば
考
え
る
。
用
地
は
、
相
続

後
、
村
に
寄
附
を
願
い
た
い
。

・
小
学
校
へ
の
通
学
路
の
整
備
に

つ
い
て

⑥
平
成
九
年
度
実
施
し
た
い
。

・
原
田
川
河
口
の
砂
利
の
除
去
に

つ
い
て

⑥
春
、
実
施
し
ま
す
。

川

目

地

区

・
防
犯
灯
を
道
心
沢
か
ら
簡
易
水

道
施
設
ま
で
の
間
に
増
設
し
て
ほ

し
い
。

⑥
九
年
度
実
施
す
る
予
定
で
す
。

・
道
路
の
Ｕ
字
溝
蓋
の
改
良
を
。

⑤
調
査
し
ま
す
。

・
八
右
衛
沢
作
業
道
の
防
止
策
の

早
期
改
修
を
お
願
い
し
た
い
。

⑩
営
林
当
局
で
対
処
す
る
そ
う
で

す
。
・
川
目
地
区
の
下
水
道
整
備
、
い

つ
ご
ろ
か
。

⑥
十
年
度
以
降
の
見
込
み
で
す
。

・
カ
モ
シ
カ
ラ
イ
ン
の
通
行
止
め

ゲ
ー
ト
を
戸
沢
付
近
に
移
動
し

て
。
⑤
土
木
事
務
所
に
相
談
し
ま
す
。

・
川
目
ダ
厶
付
近
が
砂
防
公
園
に

な
る
と
の
こ
と
。

⑤
八
年
度
測
量
着
手
、
国
の
予
算

次
第
で
五
年
程
度
で
完
了
見
込
み

で
す
。

・
カ
モ
シ
カ
用
防
護
柵
追
加
要
望

⑤
単
独
事
業
で
対
応
し
た
い
。

村
か
ら
消
防
団
の
組
織
に
つ
い
て
地
域

住
民
の
共
通
理
解
を
得
て
是
非

組
織
化
し
て
ほ
し
い
。

川
目地
区
内
で
相
談
、実
現
し
た
い
。

全

地

区

・
熊
・
猿
の
食
害
対
策
に
つ
い
て

⑥
猿
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
村

内
全
域
で
発
生
し
て
お
り
、
猿
に

よ
る
食
害
対
策
を
国
、
県
に
対
し

要
望
す
る
と
と
も
に
、
継
続
し
て

電
気
榾
を
設
置

い
た
し
ま
す
。



お知らせ

コーナー

児

童

手

当

に

つ

い

て

お

知

ら

せ

○
支
給
の
対
象

児
童
手
当
は
匸

二
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

○
届
出
、
手
続
き

前
年
（
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の

月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
児
童
手
当
の
額

第
一
子

月
額
五
千
円

第
二
子

月
額
五
千
円

第
三
子
以
降

月
額
一
万
円

○
児
童
手
当
の
支
給

認
定
請
求
を
し
た
翌
月
か
ら
開

始
（
一
部
特
例
が
あ
り
ま
す
）
さ

れ
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た
日
の

属
す
る
月
分
で
終
わ
り
ま
す
。

な
お
、
原
則
と
し
て
手
当
は
、

毎
月
二
月
、
六
月
、
十
月
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
気
軽
に
役

場
の
窓
口
（
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
）
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

あ
お
も
り
す
ま
い
る
２１
推
進
事
業

住

宅

利

子

補

給

制

度

ご

案

内

県
で
は
、平
成
８
年
度
か
ら
「
あ

お
も
り
す
ま
い
る
２１
推
進
事
業
」

と
し
て
、
良
質
な
木
造
住
宅
の
ス

ト
ッ
ク
の
形
成
と
地
域
住
宅
産
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
「
青
森

県
地
域
優
良
木
造
住
宅
利
子
補
給

制
度
」
と
、
高
齢
者
等
に
対
応
し

た
住
宅
の
建
設
の
促
進
と
そ
の
定

着
を
図
る
た
め
の
「
青
森
県
高
齢

化
対
応
住
宅
利
子
補
給
制
度
」
の

２
つ
の
利
子
補
給
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
住
宅
を
建

設
・
購
入
さ
れ
る
方
は
、
是
非
ご

利
用
下
さ
い
。

【
地
域
優
良
木
造
住
宅
利
子
補
給

制
度
】

◆
対
象

①
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
利
用

し
、
地
域
優
良
木
造
住
宅
の
割

増
融
資
を
受
け
る
方

②
県
内
で
自
ら
居
住
す
る
た
め
、

地
域
優
良
木
造
住
宅
を
建
設
・

購
入
さ
れ
る
方

③
年
間
の
収
入
金
額
が
県
の
定
め

る
額
以
下
の
方

（
そ
の
他
要
綱
に
よ
邑

【
高

齢

化

対

応

住

宅

利

子

補

給

制

度

】

◆

対

象

①

住

宅

金

融

公

庫

の
融

資

を

利

用

し

、

基

準

金

利

の

バ

リ

ア

フ

リ

ー

タ
イ

プ
、

又

は

長

寿

社

会

対

応

住

宅

・

高

齢

者

同

居

住

宅

・
障

害

者

同

居

住

宅

・
二

世

帯

住

宅

工

事

の

い

づ

れ

か

の
割

増
融

資

を

受

け

る
方

②

県

内

で
自

ら
居

住

す

る

た

め
、

地

域

優

良

木

造

住

宅

を

建

設

・

購
入

さ

れ

る
方

③

年

間

の
収

入

金

額

が
県

の
定

め

る
額

以

下

の
方

（
そ

の
他

要

綱

に

よ

る
）

◆

建
設

基

準

県

の
定

め

る
建

設

基

準

に

よ

る

◆

利

子

補

給

額

公

庫

借

入

残

元

金

に

対

し

年

〇

・
五

％

相

当

を

当

初

五
年

間

◆

募

集

戸

数

各

二

亘

尸

◆

問

い
合

わ
せ

青

森

県

土

木

部

建

築

住

宅

課

住

宅

企
画

班

昔

○

一
七

七
－

二
二
－

一

一

一

一

内

線

四
三

五

七

「
バ

リ

ア

フ

リ

ー

住

宅

」

ご
存
じ
で
す
か
？

加
齢
と
と
も
に
心
身
が
弱
っ
て

き
て
も
、
安
心
し
て
自
立
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
な
住
ま
い
を
「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
」
と
い
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
、
バ
リ
ア

（
障
害
）
が
な
く
、
誰
で
も
利
用

で
き
る
と
い
う
意
味
で
す
。
住
宅

で
い
え
ば
、
段
差
が
な
い
、
手
す

り
が
設
置
し
て
あ
る
、
将
来
、
介

護
が
必
要
と
な
っ
て
も
、
改
造
し

や
す
い
よ
う
な
間
取
り
に
な
っ
て

い
る
、
と
い
っ
た
配
慮
が
ほ
ど
こ

さ
れ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

か
ら
だ
が
不
自
由
に
な
っ
て
か

ら
改
造
す
る
の
で
は
、
金
銭
的
に

も
大
き
な
負
担
に
な
り
ま
す
し
、

家
庭
内
事
故
で
亡
く
な
る
方
の
数

が
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
の

約
半
数
と
い
う
統
計
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
は
、

ま
さ
に
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
。

新
築
・
改

築
の
機
会
に
は

ぜ

ひ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
住
ま
い
づ

く
り
を
。

な
お
、
具
体
的
な

バ
リ
ア
フ

リ
ー
住
宅
の
指
針
と
し
て
、
建
設

省
が
定
め
た
「
長
寿
社
会
対
応
住

宅
設
計
指
針
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
に

す
る
場
合
、
住
宅
金
融
公
庫
な
ど

の
有
利
な
融
資
制
度
も
利
用
で
き

ま
す
。



簡易保険創業８０周年記念

第３５回

郵

政

大

臣

賞

受
賞

『
海
に
生
き
る
父
』

牛
滝
中
三
年

大

畑

恭

平

君

よ
く
父
と
一
緒
に
、
厳
し
い
沖
に
出
漁
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

子
供
の
将
来
を
考
え
ど
ん
な
困
難
に
も
負
け
な

い
で
頑
張
っ
て
い
る
父
の
姿
に
感
動
し
、
作
文
に

し
ま
し
た
。

文
部
大
臣
奨
励
賞

受
賞

『
コ

ウ
ナ
ゴ
漁
と
私
』

牛
滝
中
一
年

竹

内

信

子
さ
ん

昼
夜
問
わ
ず
忙
し
い
コ
ウ
ナ
ゴ
漁
を
通
し
て
今

ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
家
族
や
両
親
へ
対
し
て
の

感
謝
の
気
持
ち
を
表
現
し
ま
し
た
。

受 賞 に あ た り
受賞おめでとうございます。

現代の社会は、テレビ、テレビゲーム、マンガ等が氾濫し真の読書に親しみ自分の考えを素直に文書で

表すという機会が失われつつあるように思われます。

この作品は、牛滝という自然環境、生活環境、家族との深い絆が、美しい書体文書できめ細かに表現さ

れ大変素晴しいものです。

お二人はお母さんと受賞のため、東京に招待されディズニーランド等も見学されました。

さらに研鑚され立派な作品をご期待申し上げます。

佐井郵便局長

豆
知
識

魚
介
類
の
毒

貝

類

の

毒

★

ア
ワ

ビ

の

ウ

ロ

ア

ワ

ビ

の

内

臓

は

中

腸

腺

（
肝

臓

）

の
外

側

を

生

殖

腺

が

取

り

囲

ん

で

い

る
も

の

で

、

ウ

ロ
、

ツ
ノ

ワ

タ
、

ト

ツ

ル

と
呼

ば

れ
、

漁

村

で

は

よ

く

食

べ
ら

れ

て

い
ま

す

。

東

北

地

方

で

は

古

く

か

ら

「
春

先

の

ツ
ノ

ワ

タ
を

食

べ
さ

せ

る
と

ネ

コ

の

耳

が
落

ち

る
」

と

い
う

言

い
伝

え

が
あ

り

、
こ

れ
を

食

べ
た

ネ

コ

は

漆

に

か

ぶ

れ
た

よ

う

に

な

り

特

に
耳

を

か

ゆ

が

っ
て

爪

で

掻

き

、

時

に

は

耳

が
な

く

な

る
も

の

で

す

。
人

に
対

す

る
中

毒

例

も

い
く

つ

か

報

告

さ

れ
て

い
ま

す

が
死

亡

例

は

な

い
よ

う

で

す

。

こ

の
原

因

物

質

は

ク
ロ

ロ

フ

ィ

ル
ａ

（
葉

緑

素

）

の

誘

導

体

ピ

リ

フ

ェ

フ

ォ
ル

バ
イ

ド
ａ

と

さ

れ

、

こ

れ
を

摂

取

し

て

囗

光

に

当

た

る

と

、

皮

膚

内

に

で

き

た

ア

ミ

ン

類

に
よ

り

炎

症

が
起

こ

る
も

の

で
典

型

的

な

光

過

敏

症

の
一
種

で
す

。
ま

た

、

ア

ワ

ビ
に

隕

ら

ず
水

族

の
内

臓

に
は

各

種

の
重

金

属

類

な

ど
も

蓄

積

（
生

物

濃

縮
）
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
最
近

の
ウ
ロ
は
、
少
し
控
え
た
方
が

良
さ
そ
う
で
す
。

★
麻
痺
性
・
下
痢
性
貝
毒

あ
る
種
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を

ホ
タ
テ
ガ
イ
な
ど
の
二
枚
貝
が

摂
取
す
る
こ
と
で
中
腸
腺
に
毒

が
蓄
積
さ
れ
、
そ
れ
を
食
べ
た

人
が
食
中
毒
を
起
こ
し
ま
す
。

麻
痺
性
貝
毒
は
寒
海
性
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
に
よ
り
起
こ
り
、
中
毒

症
状
は
強
く
本
県
で
も
死
亡
例

が
あ
る
の
で
要
注
意
で
す
。

下
痢
性
貝
毒
は
暖
海
性
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
由
来
で
本
県
の
ホ
タ

テ
ガ
イ
貝
毒
は
ほ
と
ん
ど
こ
れ

で
す
。
県
で
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
、

ム
ラ
サ
キ
ガ
イ
な
ど
の
毒
性
を

定
期
的
に
調
べ
、
毒
性
が
高
く

な
る
と
業
界
は

出
荷
を
停
止
し

た
り
ウ
ロ
取
り

出
荷
に
切
り
替

え
た
り
し
て
い

ま
す
。



磯谷小学校６年
福 田奈 津子さんの作品

２月の休診日
２５ 日

（火）

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
新
年
早
々
、
診
療
所
職
員
の
事

件
に
つ
き
ま
し
て
皆
様
に
大
変
ご

心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

遠
藤
先
生
は
退
職
さ
れ
ま
す

が
、
約
五
年
間
の
長
き
に
わ
た
り

佐
井
村
の
歯
科
衛
生
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
こ
と
に
対
し
て
畏
敬
の
念

に
耐
え
ま
せ
ん
。
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
く

の
御
回
復
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
や
、
診
療

所
に
電
話
し
て
往
診
を
頼
む
と
き

に
は
「
と
に
か
く
来
て
く
れ
」
的

な
電
話
を
な
さ
る
方
が
多
い
ん
で

す
。慌
て
て
し
ま
っ
て
そ
う
い
う
ふ

う
に
な
る
の
は
分
か
ら
な
い
で
も

な
い
の
で
す
が
、
「
と
に
か
く
来

て
く
れ
」
で
は
何
を
持
っ
て
行
っ

た
ら
い
い
の
か
、
入
院
が
必
要
な

ほ
ど
な
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な

い
わ
け
で
す
。

救
急
車
は
基
本
的
に
要
請
を
断

る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
診
療
所
で
は
外
来
診

療
中
で
あ
っ
た
り
、
へ
き
地
診
療

所
に
で
か
け
る
寸
前
で
あ
っ
た
り

す
る
と
、
重
要
度
に
よ
っ
て
お
断

り
申
し
上
げ
た
り
、
外
来
診
療
が

終
わ
っ
て
か
ら
伺
っ
た
り
す
る
こ

と
に
な
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

入
院
が
必
要
に
な
り
そ
う
な
と

き
や
、
死
に
そ
う
な
と
き
に
は
出

来
る
だ
け
救
急
車
で
診
療
所
ま
で

運
ん
で
き
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
こ
ち
ら
か
ら
運
ん

で
ゆ
け
る
薬
品
や
医
療
機
材
は
か

な
り
隕
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、
診

療
所
に
運
ん
で
き
て
も
ら
い
た
い

わ
け
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
電
話
と
い
う

目
に
見
え
な
い
言
葉
だ
け
の
世
界

で
患
者
さ
ん
の
状
態
を
診
療
所
に

伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す

が
、
こ
れ
が
難
し
い
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
自
宅
の
中

に
高
齢
者
が
増
え
る
時
代
に
な
る

わ
け
で
す
か
ら
、医
者
や
看
護
婦
、

ヘ
ル
パ
ー
だ
け
で
な
く
一
般
の
方

も
出
来
る
だ
け
電
話
で
患
者
さ
ん

の
状
態
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

ら
な
く
て
は

い
け
な

い
で
し
ょ

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
い
つ
か
ら
な
の
か

・
体
温
は
ど
う
か

・
意
識
の
程
度
は
ど
う
な
の
か

・
麻
痺
は
な
い
の
か

・
身
体
の
ど
の
部
分
が
ど
う
な

の
か

以
上
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
電

話
で
教
え
て
い
た
だ
く
だ
け
で
か

な
り
対
応
が
違
っ
て
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
一
つ
一
つ
を
解
説
し
て
み

ま
し
ょ
つヽ
。

何
月
何
日
の
何
時
頃
か
ら
そ
う

な
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
教
え
て

く
だ
さ
い
。

倒
れ
九
日
時
と
時
間
、
や
け
ど

し
か
時
間
、
ご
飯
を
あ
ま
り
食
べ

な
く
な
っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
ら

か
、
な
ど
と
に
か
く
具
体
的
に

し
ゃ
べ
る
こ
と
で
す
。

体
温
計
は
ど
こ
の
家
に
も
あ
る

は
ず
で
す
。

外
傷
で
な
い
限
り
体
温
を
計
っ

て
か
ら
電
話
す
る
べ
き
で
す
。

食
事
を
食
べ
な
く
な
っ
た
と
か

元
気
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
時

は
、
多
く
は
熱
が
あ
る
せ
い
だ
っ

た
り
し
ま
す
。

医
療
関
係
者
ど
う
し
で
は
意
識

の
レ

ベ
ル
を
数
字
で
表
す
方
法
が

あ
り
ま
す
が
、
一
般
の
方
々
に
は

そ
こ
ま
で
望
み
ま
せ
ん
。

た
だ
、
目
を
開
け
て
い
る
の
か

と
閉
じ
て

い
る
の
か
は
大
切
で

す
。目
を
閉
じ
て
い
る
と
し
て
も
、

呼
び
か
け
た
り
軽
く
た
た
い
た
り

す
る
と
目
を
開
け
る
の
か
も
大
切

で
す
。
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
理
解
で
き
て
い
る
よ
う

な
の
か
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
外
傷
な
ど
に
は
関
係
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
具
合
が

悪
い
と
言
う
人
に
は
必
要
な
情
報

で
す
。
麻
痺
に
関
し
て
も
専
門
的

な
知
識
を
要
求
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
両
手
両
足
が
同
じ
よ

う
に
上
に
上
が
る
だ
け
で
い
い
の

で
す
。
両
手
を
万
歳
さ
せ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
片
方
だ
け
上
が
ら
な

い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
時

は
風
邪
と
か
で
具
合
が
悪
い
の
で

は
な
く
、
頭
の
中
の
問
題
で
あ
る

可
能
性
が
大
き
い
の
で
対
応
が

違
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

こ

れ
は

正

確

に

、

と

い
う

こ

と

で
す

。
あ
ぐ

ど
、
な

ず
き

、
よ

ろ
た

、

け

な
、

と

い

っ
た

言

葉

の

こ

と

を

言
っ
て
い
る
の
で
は
あ

り

ま
せ

ん
。

”
腹

が
痛

い
μ

と

言

っ
て

も

腹

の
上

の
方

な

の
か

、

下

の

方

な

の

か

、
全

体

な

の
か

と

い
う

こ

と

で

す

。
ま

た

、

黙

っ
て

い
て

も

痛

い

の
か
、
押
し
た
ら
痛
が
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

身
体
の
部
分
に
関
し
て
の
図
を

次
に
示
し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

床
ず
れ
が
ど
こ
に
出
来
た
か
と

い
う
相
談
の
電
話
に
も
利
用
で
き

る
は
ず
で
す
。



以
上
の
五
点
だ
け
で
す
が
、
ど
れ
も
大
事
な

の
で
出
来
る
だ
け
気
を
つ
け
て
電
話
で
教
え
て

い
た
だ
け
る
と
大
変
助
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
私

た
ち
診
療
所
側
よ
り
も
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

良
い
結
果
を
生
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
た
め
に
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
書
く
と
ど
う
し
て
も
、
救

急
車
を
避
け
て
い
る
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
や

す
い
の
で
す
が
、
け
っ
し
て
そ
う
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
診

療
所
ま
で
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

医
療
従
事
者
が
素
人
の
よ
う
な
表
現
し
か
で

き
な
け
れ
ば
こ
れ
は
か
な
り
問
題
で
す
が
、
一

般
の
方
が
医
学
的
な
お
話
が
出
来
な
く
っ
た
っ

て
構
わ
な
い
の
で
す
。
た
だ
高
齢
化
社
会
が
進

ん
で
行
き
ま
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
知
識
を
付
け

る
の
も
福
祉
活
動
の
一
つ
だ
と
思
う
の
で
す
。

頭・頚部の区分上肢の区分

胸・腹部前面の区分

下肢の区分

背部の区分



村 の 動 き
佐 井 村 内 に 生 息 す る

ニ ホ ン ザ ル の 調 査 に つ い て

平 成 ４年 か ら平 成 ６年 の ３年 間、 京 都 大 学 霊 長 類 研 究 所 と教

育 委員 会 と の合 同 調 査 に よ り佐 井 村 内 の 北 側 に生 息 す る ニ ホ ン

ザ ル は ３群 で あ る こ とが わか っ て き まし た。

こ の ３群 と も、 も と も と は大 間町 の 材 木 川 流 域 をく行 動 範 囲 と

し、一 部 は村 内 の橋 掛 沢 や 小 太 郎 沢 で 見 られ てい た群 れ＝で し た。

し か し、 ニ ホツ ザ ＝ルめ 住 む環 境 の 変 化 か らで じ よノう か 、 行 動

範 囲が 佐 井 村内 に移
‥
り、 畑 へ の食 害が 発 生 し は じめ ま七万、た。

ま た、 平 成 ４、ｊ弃 ］の冬 期 異こ：ミ………（１０阡間匸 の 調 査 か ら 約１１０頭……の 二

ホド ザ ル が 佐 井 村内しに生 息ソ……じ てい る……と’とが わか り ま し た。 ……＝万万万、

こ のよ］う な 状 況
この
節 々
ｒ－＼・．
：
Ｉ
：ｊＪ；ｊ：ｊｌ県 の 委詫 ］を受 け た県 野生 鳥 獣生 態研

究 会 浅昨 年発 足 よ会 長 平 狃 貞 雄東 北女 子 大 学 教授 ）の メ ンバ ー 頌

人 ほ どが １ 拜ツ
……
１日ノ＝
ユ万＝
かｊ＝ら
…
………：万４１：万万ｊ：ｊ１日：＝ｊ万：間ｌｊ手ｊｌ宍ＪｊＪ内万１＝

Ｉ
Ｉめ
：調 査 に 入 り まし た。 千

万…………

調 査 の 方 法 ぱ 、 サ……フル奇 見 方 と い う情 報 集 めか ち尅 ＝＝ごじ、……まり 、 実 子

際 に林 道 や 沢 ぺ 入 り足 跡 、や 鳴 き声 をか よｌｊ＝プり：ｊ＝；゚６：こさが し 回 り２ま＝＝す 。 ププ

こ の 調 査 は脇 野 沢 村 が……＝ら：＝は…
……
じ ま りミ佐 井 村 、大 間 町、、風 間浦 村、………サ＝＝：：

大 畑 町 まで の 調査 を 実 施 し 、フ下 北 半島 の ニ ホ ン ザプルごめ生 態 の 基

礎 デ ー タを 作 る こｙと が 目 的 です 。 ノゾ

農 林 水 産 課 と教 育 委 員 会。も………＝こ＝＝め調 査 に加 わ り、原 田 か ら川 目、

矢 越 にか け で 出没 す 言 群 れ を調 査 し ま し た。

そ の 結 果 、 古佐 井 山 浄水 場 か ら 薬 師 山 に か け て の 間 で群 れ を

発 見 。 ３日 間 に わ た っ て そ の周 辺 を 移 動 し てい ま し た。 頭 数 は

足 跡 か ら 約３０頭 で し た。

第１９回
佐 井 村 小 学 生 卓 球 大 会

第２７回

佐 井 村 卓 球 選 手 権 大 会

３月２日（日）午前９時から、佐井中学校体育館を会

場に「第１９回佐井村小学生卓球大会」及び「第２７回佐井

村卓球選手権大会」が開催されます。

参加料は１人５００円、当日も受付しますので、冬季の

運動不足解消のため、卓球でいい汗を流してみませんか。

申し込み・問い合せは次の方々まで。

・坪 井 敏 明 Ｑ３８－２１０７

・坂 本 芳 博 Ｑ３８－２０７８

・田 澤 亮 一 Ｓ３８－２２６２

・宮 澤 淳 ａ３８一２１ｎ

新
し
い

霤
馨
２

石 崎 博 先生（３０才）

弘
前
大
学
歯
科
口
腔
外
科
講
座

．よ
り
参
り
ま
し
た
。
む
つ
市
の
出

身
で
す
の
で
、
下
北
の
地
域
医
療

の
向
上
に
、
少
し
で
も
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

戸籍の窓口
１月１５日現在

○お誕生おめでとう

池 田 巧（ 進 ） 原 田

○おくやみ申し上げます

加 藤 と ま（唯 一） 原 田

木 下 ち ゑ（昇 次） 矢 越
工 藤 正 志（す ま） 矢 越

池 田 や ゑ（二宮隆） 原 田

石 戸 か っ（福 光） 古佐井
田名部 と せ（長次郎） 古佐井

舘 脇 誠 一（健 一） 矢 越

坂 井 健 藏（和 己） 牛 滝

※個人のプライバシーを尊重する意味
で掲載して欲しくない方は、届出の

際、係に申し出て下さい。

佐 井 村 の 人 口 １２月３１日現在

男 １，６８０ 匸 ２）

女 １，６９８（ ６）

計 ３，３７８（－ ８）

世帯数 １，１１４（―３）

（ ）内は前月比
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